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1)岡田守彦 ･杯 秀徳･木村 焚く1985):サ
ルの後肢各関節の受動伸展域(予報)｡那29
回プリマ-テス研究会｡
2)渡辺 毅(1985):ヤクザルはニホンザルか｡
第30回プリマーテス研究会｡
8)毛利俊雄(1985):頭蓋非計測形質の性差｡
第39回日本人析学会民族学会連合大会.
4)木村 焚く1985):チンパンジーの平地四足
歩行について｡第89回日本人鞍学会民族学会
連合大会｡
神経生理研究部門
久障田競 ･松波詐-1･)三上章允 ･松村道一
研究概要
1)前頭連合野における条件づけ形成の神経機
構の研究
久保田荊
サルの前97i迎合野のニュー ロンは.条件性運動
1)昭和60年7月1日付,岐申大学医学部反射研
究施設へ転任
学習が成立すると,条件刺激に反応し,次に行う
行動に先行して活動するようになろ｡深部TB極で
脳波を記録し,学習過程で印象閃迎72位を記録す
ると,未学習時には条件刺激に一過性に反応する
だけであるが,学習が成立するにつれて,持続性
の変化,行動に先行するfE位,及び.随伴性陰性
変動のような変化もみられることを報告した｡脳
波･ニューロン活動のデータは ｢運動性学習の条
件づけが前頭連合野で行われているJとする仮説
を支持する｡
2)前頭連合野のニュー ロン活動と伝達物質の
関係
久保田競.松村道-.沢口俊ゴ)
サルが視覚性単純反応や視覚性遅延反応を行っ
ている時,前頭連合野のニューロン活動を炭素封
入の多連磁極を用いて記録した｡そして反応関連
の活動をするニューロンにGABA,ドー パミン,
アセチルコリン,ノルエピネフリンを微量投与し
その効果を調べた｡ ドー パミンが,反応直前に活
動すろニューロンに特異的に働くことを報告した｡
8)嗣銃迎合野の解剖学的研究
久保田競 ･渡辺京子3)
ヒヒ及びマカクザルの前頭連合野のコラムの構
辺をしらべるため,HRPの微量を注入し,脳染
性コラム,迎合性コラムの形,その内部の細胞構
築をしらペている｡また,免疫抗体法を用いてG
ABAを伝道物質とする神経細胞の前頭連合野内
の分布をしらべている(大阪大学医学部の有国富
夫助教授の相中を受けている｡)
4)随意運動の制御に関係している運動野GA
BA抑制機構の研究
松村道一 ･久保田競･沢口俊之
随意運動の制御の機構を明らかにするために,
運動野にGABA及びその括抗剤ビククリンを微
量投与した｡ビククリン投与によって,GABA
ニューロンの活動の方向選択性が減少し,括抗筋
の抑制が少なくなって運動障害を起す串がわかっ
た｡関節を動かすためには,それに働く筋肉の収
縮と同時に,その措抗筋の制御が必要であり,運
動野のGABA抑制の機椛が,この調節に関与し
ている郡がこの研究で明らかになった｡
2)大学院生
8)技術補佐員
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